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1  はじめに  
カスタムプリセットとは、ユーザーにより少なくとも 1 つのアウトプットチャンネルが置き換えられたプリセットのことです。カスタ

ムプリセットとは、複数のファクトリープリセットの組み合わせなので、カスタムのプリセットファミリーの一部として取り扱われま

す。  

 

この技術情報は、カスタムプリセットの作成手順を示したものであり、使用に関する重要な推奨事項を示しています。  

 

2  カスタムプリセットの作成手順  
カスタムプリセットの作成は、主に、ソース・ユニットからアウトプット・チャンネルをエクスポートし、ターゲット・ユニットにそ

れをロードして戻す (カスタムプリセットを含める意図 )ことから成り立ちます。下記の手順はオフラインモードでそれを行う手順を示

しています。LA  NETWORK MANAGERユーザーマニュアル (www. l -a cous t i cs . com/ la -ne twork -manager )を参照し、この

手順で使用するメニューと機能に関する詳細を確認してください。  

 

1.  オフラインシステムを作成する

 

:  F i leメニューで、New Sys temを選択します。ポップアップウィンドウで、Create  an 

Of f l i ne  Systemを選択し、OKをクリックします。  

 

2.  ターゲット・ユニットとソース・ユニットを作成する

 →   

:  Uni ts  Over  Networkウィンドウで、どのセルでもよいので、右クリ

ックし、Add new Uni t s…を選択します。Add  new Uni ts  to  the  Systemのポップアップウィンドウで、Typeセルをク

リックし、LA4またはLA8を選択します (一方のユニットをターゲット・ユニット、もう一方のユニットをソース・ユニットとし

て選択するので、最低、2つのユニットを作成する必要があります )。ユニットのプリセットセルをクリックし、プリセットライ

ブラリーをロードします (例 :  LA4のプリセットライブラリー )。  

http://www.l-acoustics.com/la-network-manager�
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3.  各ユニットで、ライブラリーメニューからプリセットを選択します :

 →   

 ターゲット・ユニットのプリセットセルをクリックし、

Select  P rese t  f rom L ib ra ryをクリックします。そして、任意のターゲット・プリセットを選択します (例 :  [K IVA] )。同

様に、ソース・ユニットにソース・プリセットを選択します (例 :  [SB118_100] )。OKをクリックします。選択したプリセット

は、Uni ts  Over  Networkウィンドウに表示されます。  

 

 →    

 

4.  両方のユニットを同じグループにします

 

:  ターゲット・ユニット [K IVA]を選択し、System/Groupsウィンドウにドラッグし

ます (グループが自動的に作成されます )。ソース・ユニット [SB118_100]を選択し、ターゲット・ユニットと同じグループに

ドラッグします。Viewメニューを開き、Expand  Treeを選択し、両方のユニットのアウトプット・チャンネルを表示します。  

→   
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5.  ソース・ユニットから任意のアウトプット・チャンネルをエクスポートし、a.channel  f i l eを作成する :

ソース・ユニットの任意のアウトプット・チャンネル (例 :  SB_A)にマウスのカーソルを合わせ、右クリックをし、アウトプッ

ト・チャンネルメニューを表示させます。Store  channel  to  f i l e…をクリックし、ディレクトリを選択し、有効にします。

現在のアウトプット・チャンネルが、アウトプット・チャンネル・パラメーターを含め、選択したディレクトリに保存されます。  

  

注 :  チャンネルのエクスポートに必要な条件は [3 ]に示されています。  

→   

 

6.  選択したフォルダーからターゲット・ユニットにアウトプット・チャンネルをインポートする :

注 :  チャンネルのインポートに必要な条件は [3 ]に示されています。  

 ターゲット・ユニットで任意のア

ウトプット・チャンネル (例 :  PA_A)を選択し、右クリックをし、アウトプット・チャンネルメニューを表示させます。Load  

channel  f rom f i l e…をクリックし、事前に保存したアウトプット・チャンネル・ファイルを選択し、有効にします。このア

ウトプット・チャンネルが現在の物の代わりにインポートされ、以前のアウトプット・チャンネル・パラメーターを上書きしま

す。これでカスタムプリセットが作成されます。  

→   

7.  他のアウトプット・チャンネルも、ターゲット・ユニットにインポートするため、5と6の手順を繰り返します。  

 

8.  ターゲット・ユニットからカスタムプリセットを保存し、 .p reset  f i l eを作成する :

Sto re  P reset  to  f i l e…をクリックし、任意のファイルネームを入力します (プリセットの詳細を示せるよう多くの文字数

で、 .p resetファイルに名前を付けることができます )。ディレクトリを選択し、有効にします。プリセット・パラメーターを含

め、カスタムプリセットが、選択したディレクトリに保存されます。  

 ターゲット・ユニット上で右クリックし、

Rename p rese t…を選択します。任意のプリセットネームを16文字までで入力し (インターフェース上には13文字までしか

表示されません )、OKをクリックします。  

 →   

 →   
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9.  システムをオンラインモードにする :

 

 Networkメニューを開き、Retr ieve  System f rom Networkをクリックします。  

 

ユニットを切断し、新しいプリセットまたは新しいアウトプット・チャンネルをロードし修正した後は、決して

Try to  Connectを利用して、ユニットをオンラインモードにしないでください。これを行うと、いくつかのパ

ラメーターがフィジカルユニットにアップデートされず、スピーカーに損傷を起こす可能性があります。  

 

10.  フィジカルユニットにカスタムプリセットをロードする :

→   

 システムがオンラインになったら、ターゲット・ユニットを右クリック

し、Load  Preset  f rom f i le…をクリックします。カスタムプリセットを含む .p reset  f i l e…を選択し、有効にします。  

 

3  使用に関する重要な推奨事項  

 

 

 

互換性を持たせるため、下記のチャンネルのみがエクスポート可能となります :  

・  PAチャンネル、KILOKIVAファミリーから来るものを除く  

・  SBチャンネル、カーディオイド・プリセットから来るものを除く  

     下記のチャンネルの代わりにアウトプット・チャンネルのみがインポート可能となります :  

・  PAチャンネル  (K ILOKIVAファミリーのプリセットのチャンネル部を含む )  

・  SBチャンネル  (カーディオイド・プリセットの一部となっている場合を除く )  

・  OUT1/OUT2にあるLF/HFチャンネルの組み合わせ  (両チャンネルとも、インポートされたものと同じア

ウトプット・チャンネルになり、リプレイスされます ;インポートした2つの内1つをさらに異なるチャンネ

ルをインポートする事が可能です。 )  

  

 

 

 

 

Load  channel  f rom f i le . . .は下記の条件でのみ適用できます  :  

・  プリセットがユーザーメモリーロケーションにある場合  (1 -10)  

・  インポートするアウトプット・チャンネルが、ターゲット・プリセットと互換性がある場合 (例  :  バージョ

ン・ナンバーの最初の桁が同じプリセットライブラリーから取り出されている場合 )  

例  :  バージョン2 .0は、バージョン2 .1とは互換性がありますが、バージョン1 .3とは互換性がありません。  

     ・   オフラインモードの場合  

  

 

 

 

 

 

ファクトリー・プリセット内の少なくとも 1 つのアウトプット・チャンネルをインポートする時、プリセットファミリ

ーは自動的にカスタムとリネームされます。この場合、ファクトリー・プリセットファミリーのネームに関する互換性

と安全制限はもはや適用されなくなります。従って、カスタムプリセットには分かり易いネームを付けることを強くお

勧めいたします(16 文字以内)。  

例 :  ファクトリー[SB118_60]プリセットの最初のアウトプット・チャンネルに SB28 チャンネルを入れる場合、カ

スタムプリセットに[28_60-3x118_60]とリネームすると、最初のチャンネルに SB118 エンクロージャーが接続

される (これが行われるとスピーカーのオーバー・エクスカーション、またはサーマル・オーバーステップを起こすこと

があります )間違いを防ぎます。  
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